
 

第１号議案 「令和７年度事業報告及び決算の承認の件」 

 

令和７年度 事業報告 
 

事業運営状況の概要 

 

４年前に長年の主要事業であった自転車駐輪場管理業務が終了したことを契機とし

て、令和７年度は、センターとしての事業構造の転換を進めてきた取り組みの成果が

徐々に形となった一年でした。事業構造が大きく変化する中で、成熟事業の喪失による

影響を最小限に抑えるため、地域ニーズの変化を踏まえた新規事業の確立と拡大に重点

を置き、学童見守り事業やフリースペース事業など、地域福祉に資する事業の立ち上げ

を積極的に推進してきました。  

また、交野市行政との連携による「ボール遊び広場見守り業務」の継続・拡大や、公

益社団法人全国シルバー人材センター事業協会委託事業である「シルバー会員就業支援

事業」の受託など、公共性の高い事業の拡充にも取り組みました。これらの事業におけ

る会員の適正配置によるマッチングについては、未就業会員の優先的な配置を進め、就

業機会の確保と就業率向上に繋がる取り組みを強化しました。  

具体的には、会員アンケートから得たシルバー人財バンクのデータを活用し、新規就

業先の開拓や既存就業先の拡大を進めた結果、民間事業の実績は前年度比 ９９.７％と

横ばいでしたが、公共事業の実績は前年度比 １２８.４％となり、全体の事業実績は前

年度比 １１３.０％と増加しました。成熟事業の喪失という厳しい環境下にありなが

ら、新規事業の確立と既存事業の拡大が着実に進んだ一年となりました。  

収支面では、行政との連携による事業受託の拡大に加え、業務効率化や固定費の見直

しを継続的に実施した結果、約４００万円の黒字を達成し、安定した財務基盤を維持す

ることができました。  

  

また会員数については、夫婦会員制度による会員拡大策、ゴールド会員制度による退

会抑制策を導入した結果、当初目標増加率である前年度比２４％増加には至りませんで

したが、約１６％・７０名増加し過去１８年間で最高を記録しました。 

 

安全就業については、傷害事故３件、賠償事故７件が発生したことを受け、安全適正

就業部会による現場パトロールや事故分析を実施し、作業班への安全対策の徹底を図り

ました。これにより、会員の安全意識向上と事故再発防止に努めました。  

以上のとおり、本年度は成熟事業の喪失を契機とした事業構造の転換期において、新

規事業の確立と既存事業の拡大を両立させ、センターとしての新たな事業基盤を築く一

年となりました。  

その他、事業ごとの実施報告は以下のとおりです。 

 

（１） 就業開拓提供事業 （公益目的事業１） 

シルバー人材センターの基本理念に賛同する家庭・企業・公共団体等から臨時

的かつ短期的又は軽易な業務を受注し、就業を希望する会員へ提供しました。 
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また、既存の就業先に訪問し、新規作業の獲得や従来の就業人数の拡大に努め

ました。特に下記については積極的な事業実施に注力しました。 

  

① 新規事業開拓のため、交野市をはじめ他市シルバーセンター等の関連団体と

情報交換を密に行うとともに、昨年に引き続き「シルバー人財バンク事業」に

よる会員の能力などの情報を活用しました。 

② 植木剪定作業、除草作業、施設管理作業や各種清掃作業等をはじめとする既

存事業について、後継者となる人材を発掘し新規就業者の拡大を目指し、特に

除草作業就業会員の拡充を実施しました。 

  また、市民を中心とした多種多様な内容の依頼に対処するための「 まごの

て」（交野のまちの便利屋）及び、近年増加する家事援助サービスを提供する

サポートセンター「 すみれ 」の事業拡大を進めました。 

③ 市民農園事業では、農園の管理運営の効率化に努めました。 

 

（２） 普及啓発事業 （公益目的事業１） 

・ 「事務局だより」を毎月発行 

・ ホームページやインスタグラムによる情報発信 

・ 入会促進のため、広告掲載やお茶会の実施 

・ 行政と連携した啓発活動、地域清掃活動の実施 

 

（３） 研修・講習会事業 （公益目的事業１） 

植木剪定講習会の実施、河北地区ブロック共催の植木剪定講習会や安全講習会

への積極的参加。また、会員を講師とした篆刻教室、スマートフォン講習会やレ

ザークラフト講習会を開催しました。 

 

（４） 安全・適正就業推進事業 （公益目的事業１） 

・ 安全意識の向上を図るための継続的な啓発活動の実施 

・ 安全マニュアルの見直しや、安全情報を発信するとともに、安全パトロ 

   ールを強化するなど安全対策を充実 

 ・ 全国シルバー人材センター事業協会から委託を受けたシルバー会員就業 

   支援事業で、主に屋外作業に従事する会員に対する各種アシストスーツ 

   貸与等、就業環境の改善を実施。 

 ・ 事業所や職群班内でのワークシェアリング意識の啓発を実施 

 

（５） 訪問介護事業 （公益目的事業１） 

健康で福祉に理解と熱意を持つ会員である高年齢者が、介護や家事援助を必要

とする人々に介護サービスを提供しています。訪問介護事業と介護予防・日常生

活支援総合事業を積極的に受託しましたが、訪問介護事業は前年度を下回りまし

た。次年度においては改善を図ります。 
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令和６年度 訪問介護事業 

        利用者実人数 １６９人、利用延べ回数  １，１８３回 

  令和６年度 介護予防・日常生活支援総合事業 

        利用者実人数 ３２０人、利用延べ回数  １，６６０回 

 

令和７年度 訪問介護事業   

        利用者実人数 １３７人、利用延べ回数  １，０２９回 

 令和７年度 介護予防・日常生活支援総合事業 

        利用者実人数 ３５８人、利用延べ回数  １，９１２回 

交野市子育て世帯訪問支援事業の委託 

前年度に引き続き交野市子育て世帯訪問支援事業の委託を受け、５件の子 

育て世帯への支援を実施しました。今後も子育て世帯への支援を行っていきま

す。 

 

交野市通所型サービスＣに係る送迎業務委託 

令和７年度から新たに交野市が実施している通所型サービスＣでの送迎業務の

委託を受け実施しています。 

 

（６） 職業紹介事業 （公益目的事業１） 

臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る求人を企業

等から受け付け、１件の職業紹介を実施いたしました。 

 

（７） 一般労働者派遣事業 （公益目的事業１） 

公益社団法人大阪府シルバー人材センター協議会が行う、一般労働者派遣事業

の派遣事業所として派遣業務を実施しました。 

    

令和６年度 一般労働者派遣事業 

契約件数  ７件、就業実人員 １４人 

  就業延人員 １,５２３人、契約金額  １０,５７９,０３１円 

 

令和７年度 一般労働者派遣事業 

  契約件数 １２件、就業実人員 １８人 

  就業延人員 １,８７４人、契約金額  １２,１９７,９４８円 

 

（８） 交野市立高齢者生きがい創造センターの受託管理 （公益目的事業１） 

交野市立高齢者生きがい創造センターの管理業務を令和４年度から令和８年度

までの５年間を指定管理者として管理運営業務を実施します。特に令和７年度は

会員によるお茶会を開催し、一般市民の参加者を受け入れました。 

 

（９） 事務所体制の充実 （公益目的事業１） 

事務局内のデジタル化推進により、情報共有のデジタル化、職員の社用番号活
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用、必要に応じた在宅ワークを実施しました。また、会員クラウドシステムの活

用による入会申し込みの簡略化や、就業関連情報、事務局だより、会員個別の就

業明細のデジタル発信に努めました。 

 

（10） 専門部会等の活性化 （法人事業） 

シルバー事業推進のため、必要に応じて各種会議等を実施しました。 

 

（11） 規定・規則の適切な運用 （法人事業） 

組織運営の基本となる定款、規定や規則の内容を検討し適切な変更を実施しま

した。 

 

 

その他、実施した会議・研修内容の詳細及び事故報告は次のとおりです。 

4




